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は じ め に

近年、中国は勿論、欧米からアジアに至る世

界各地で、農村地域の宗族社会に関する研究が

さまざまな分野で進んでいる。その背景のひと

つは、２１世紀を迎えて、中国を始めとするアジ

アの急激な発展によってもたらされたものであ

る。もうひとつは、１９８０年代以降、国内外を問

わず、経済と社会の転換期にある中国の三農

（農業・農民・農村）問題に対する関心が急速

に高まってきていることも挙げられる。このよ

うに経済発展を遂げている中国ではあるが、一

方で裕福な国民と貧しい国民の格差が大きく

なっている現状もあり、都市と農村、農村地域

においても経済格差が深刻である。加えて、国

家責任としての社会保障制度は十分整備されて

いないため、農村生活の貧困、年金、保健、医

療、福祉など様々な社会保障問題を抱えてい

る。

中国の農村問題を研究するには、宗族との関

係の取り組みが不可欠である。Ｍ・フリードマ

ンは、中国の農村社会において、①「中国の宗

族は、ほぼ全ての地域では、密度に差はあれ、

集村が農村社会の基本的な単位となっていた。

リニージは、村落の一部にしかすぎなかった。

しかし、福建省や広東省は、リニージと村落が

一致する傾向が顕著にあり、そのため、多くの

村落は単一リニージから構成されている。」②

「この男系集団と地域村落の重複は、中国の他

の地域、とくに華中においても見られたが、東

南部において最も顕著であった。」と指摘し、ま

た、オルガ・ラング女史が、「福建や広東のい

くつかの村落ではほとんど１つの「クラン」（リ

ニージのことである）の成員しか住んでいない

が、「多くの村落では二つ、あるいは三、四のク
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ランがともに住んでいる」と報告している。こ

のような多くの先行文献により、中国の農村地

域、とくに東南の地域村落は宗族と重複してい

ることが考えられる。

しかしながら、今まで様々な研究業績は、農

村生活の貧困、年金、医療・保健などを単に所

得保障との関連で論じるものが多く、ソーシャ

ルワークの視点で村落（コミュニティ）を拠点

に社会保障・社会福祉（社会的セーフティネッ

ト）を推進していく考えはほとんどない。

本研究はそれらの考えを念頭に置きながら、

日本を始め、欧米諸国の先行研究を視野に入れ

て検討する。その上で、異なるそれぞれの農村

地域の歴史、伝統文化、社会環境など具体的な

状況に応じて、村民（宗族）自治のあり方を実

証性に基づき探求したい。そのため本研究調査

は、宗族社会における高齢者の生活現状と課題

を明らかにし、宗族社会の変容が高齢者の日常

生活に与える影響とその課題を検討することを

目的としている。

Ａ　研究方法

本研究は、面接調査と先行文献から成る実証

研究である。今回は面接調査「高齢者生活実態

調査」を中心に行うこととした。（先行文献の

研究は今後行う予定）

調査期間は平成１８年２月初日～５月末日とし

た。調査地域は、中国福建省連江県、Ｍ鎮のＣ

村、Ｙ村、Ｈ村の３の村とし、６５歳以上の在宅

高齢者（全員約１,２００人）を対象に調査した。調

査票を村幹部に委託し、村の老人クラブのリー

ダーら６人によって面接調査を実施した。

統計処理は、統計用ソフト spss１２.０ を用い、

異なる宗族の基本属性、年齢層別の世帯状況、

家族状況の比較には記述統計分析を用い、男女

別の健康の自覚症状、要介護状況、福祉サービ

スニーズ、年金・医療・保健（保険）に対する

意識の比較にはクロス集計を用いた。

調査項目は、基本的に日本の目黒区における

平成３年度の「都市高齢者の生活実態に関する

調査」の内容を主として参照した。具体的な項

目は以下である。尚、本稿では、その中からい

くつかの項目を取り挙げてデータ分析を行っ

た。

＊基本属性：名字・性別・年齢・学歴・子供

有無（数）・家族構成など

＊健康状況：身体状態（ADL）・病歴・入院歴

（自己負担額）・介護必要時の依頼人など

＊仕事と収入：就業状況・本人の年収・家族

の年収・住宅状況・住宅に対する満足度と

希望

＊余暇生活と社会活動の参加：老人クラブ・

地域活動など

＊緊急時の対応（ネットワーク）

＊現在・将来の生活希望：介護者・老人ホー

ムの入居・大家族に対する意識など

＊医療保険や福祉制度：現制度の合理性及び

満足度・在宅福祉サービスのニーズなど

Ｂ　結果と分析

１.　宗族（リニージ）とは

同じ祖先から分かれた父親出自（単一出自）

の親族である。それぞれの個人は、上４代前の

高祖まで遡り、下４代後の玄孫まで下がり縦軸

を基本として、計９世代を親族範囲とするが、

原理的には、その枠を超えて親類関係を際限な

く広げることが可能である。中国人、とりわけ

農村地域（華南・東南地方）にとって最も基本

的で身近な社会関係として存続し続けてきた。

２.　村落の概要及びケースの要約

村落の概要及び宗族・高齢者数（％高齢化率）

については、表１で示した。３
　
 の村の合計人口

は約９,８００人（１９９９年の統計資料から）である。

高齢者数は１,２００人、高齢化率は既に１０％を超

え、特にＣ村の高齢化率は１５.３％にも達した。

処理したケースの要約は、村別に以下の表２

で示した。有効回答の合計は１,０９９人、回収率

は９１.５８％であった。
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３.　高齢者の基本属性及び家族（宗族）

　高齢者の性別構成（図１）は、男性が５８.１％、

女性が４１.８％であった、三つの村ともに男性高

齢者の方が多い。また、年齢層の構成割合で

は、６５～６９歳は４３.７％、７０～７４歳は２７.７％、７５～

７９歳は１５.４％、８０～８４歳は１０.２％、８５歳以上は

２.８％であった。前期高齢者（７１.４％）は後期高

齢者（２８.３％）より３倍以上も多かった。しか

し、後期高齢者の割合は男性より女性の方が高

かった。これは、男性の平均寿命が女性より低

いことによるものと思われる。

　高齢者の年齢層別世帯人数、家族の構造及び

大家族の同居意識について表３で示した。集計

から、「３世帯同居」の割合は４６.９％（４６９人）

であり、一番高かった。しかし、「一人暮らし」

と「老夫婦のみ暮らし」の数を合わせて、４０.３％

（４４３人）となる。子供と別で暮らしている高齢

者が４割であった。また、三つの項目の中でど

ちらとも前期高齢者（７５歳以下の高齢者を指

す）の割合は高かった。それは少子・高齢化の

急激な進展によるものなのか明らかではない

が、今後１０年・２０年先には、この割合より一層

増加していくと予測される。また、多くの高齢

者が加齢とともに家族と再度同居することを望

んでおり（子供と同居予定が有るのは３９０人

（４１.２％））、既に再び同居した人も少なくない

ことが分った。それは、今後自分たちで自立

（経済や介護など）した生活ができなくなった

時、年金、医療・保険などがないため、家族の

扶養（介護）に頼らざるを得ない状況にあるこ

とが要因として考えられる。

４.　健康の自覚症状及び「ADL」状況

高齢者の身体状況の自覚症状については、表

４と表５で示した。健康だと思った高齢者が最

も多かった（７７.７％）。しかし、３
　
 年以内に入院

歴のある高齢者は４８２人にのぼり、短期入院（１

─３ケ月）の高齢者が多かった。また、「ADL」

の全項目において、年齢層が高ければ高いほど

その能力が低下している。特に男性高齢者のほ

うが自立度は高い。それは宗族社会による現象

なのか判明できないが、これらの結果の原因に

ついては、今後の課題として究明する必要があ

る。
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表１　村落の概要及宗族数・高齢者数（％高齢化率）

主な産業移住先（年代）
高齢人口
（％）

宗族名・人口（％）総人口村名

建築・商業・漁業
黄氏は長楽市より移住、陳氏は
山東省より移住

約４００人
（１５.３％）

陳氏・７０％弱、何氏・
２０％弱、黄氏・１０％弱

２,６００人Ｃ

漁業・建築業（出稼
ぎ）・農業

邱氏は６００年前より現 ３km の地
方から移住、現３２代目、薜氏は
湖南省より移住

約３００人
（９.５％）

邱氏・９０％弱
薜氏・２４％弱

３,１００人Ｈ

漁業・農業・建築 陳氏は武漢市より移住
約５００人
（１２.２％）

陳─２氏・林─２氏
・鄭─２氏　

４,１００人Ｙ

表２　村名別処理したケースの要約

累積パーセント有効パーセントパーセント度　　数

３７.０３８.０３７.０４０７　有効　　 Ｃ村
８１.８４４.８４４.８４９２　　　　　 Ｙ村
１００.０１８.２１８.２２００　　　　　 Ｈ村

１００.０１００.０１,０９９　　　　　合　計
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図１　男女別年齢層の構成

表３　高齢者の年齢層別世帯人数、家族の構造及び大家族の同居意識について

大家族の同居意識年齢と家族構造年齢と世帯人数

別居がよい同居がよい
夫婦のみ
（％）

１人暮らし
（％）

２人世帯
（％）

１人世帯
（％）

４６.８９４４４.４１５９５０.９１４５１７.７２８５０.４１７４２１.７５０６５～６９歳家族の構成％
２０.１３３.４３２.６６.３３７.８１０.９年齢の％

２３.９４８２７.４９６２６.７７６３１.０４９２７.２９４３０.０６９７０～７４歳家族の構成％
１６.３３２.５２７.３１７.６３２.５２３.９年齢の％

１４.４２９１３.１４６１２.３３５３１.０４９１２.５４３２５.７５９７５～７９歳家族の構成％
１７.９２８.４２３.０３２.２２６.５３６.４年齢の％

１３.９２８８.５３０９.５２７１３.３２１９.３３２１６.１３７８０～８４歳家族の構成％
２５.９２７.８２８.４２２.１３０.２３４.９年齢の％

１.０２５.４１９０.４１７.０１１０.３１６.５１５８５歳以上家族の構成％
６.７６３.３３.７４０.７３.３５０.０年齢の％

２２.４２０１３２.９３５１２８.５２８５１５.８１５８３２.８３４５２１.９２３０総合％・年齢％

表４　高齢者の年齢と健康状況について

入院の傷病名％３年以内入院状況％年齢と健康状況％

癌心臓病脳梗塞
入院日数

（１─３ケ月）
有り悪い弱い普通健康

２５.０８.３０２３.８５３９.８２６.５１９.９４４.２６４.０６５～６９歳　健康状況の％
２１１４１９２９３３２７８１４４　　　度数

１２.５４１.７６２.５２７.０５３０.５２６.５２４.７２９.９２１.３７０～７４歳　健康状況の％
１５５１７１４７９４１１８８４８　　　度数

３７.５４１.７２８.２１２.９２６.５２８.９１３.８８.４７５～７９歳　健康状況の％
３５１６６２９４８８７１９　　　度数

２５.００３７.５１５.９５１２.９１４.７２１.７８.９４.４８０～８４歳　健康状況の％
２３１０６２５３６５６１０　　　度数

０８.３０６.２５３.１５.９４.８２.５１.８８５歳以上　健康状況の％
１３１５２８１６４　　　度数

８１２８６０４８２３４１６６６２９２２５総和％



５.　仕事と収入

高齢者の仕事についての回答は、「してい

る」が２３３人（２２.３％）、「していない」が６２４人

（５９.８％）であった。仕事をしている高齢者の

内、男性は２０２人（３３.４％）、女性は３１人（７.１％）

となった。仕事の内容、本人の年収の詳細は図

２及び図３に示した。この中で、農業を中心と

した仕事をしている割合は、男女とも高かった

（男性１４２人８４％、女性２７人１６.０％）。その次は

漁業であった。本人の年収の有無については、

無収入の高齢者は５２４人（５１.１％）、年収５万円

以内の高齢者が２０２人であった。

一方、家族の総年収では（表８）、「１２万～２４

万円」（３２.９％）と「２５万～３７万円」（１３.６４％）

を合わせて５割弱であった。

６.　将来の生活（介護）の依頼及び相談相手

（ソーシャルサポート）などについて

表６で示したように、将来、介護が必要と

なった時に、「息子」に依頼したいと答えた高齢

者が多かった（４４.８％）。娘に依頼したい割合は

６.２％、「配偶者」と答えた人は１５.６％であった。

「家政婦 （ホームヘルパー）」と「親戚」は合わ

せて１％にも満たしてなかった。

また、「困ったとき一番相談したい相手」（表

９）の答えは、高い順から、「家族」（７９２人）、

「宗族」（１３３人）、「村の幹部」（３６人）、「鎮の幹

部」（２人）、「医者・保健師」（４人）であった。

宗族に相談したい割合は「家族」の次であった。

これは、宗族に対して、信頼感がある、もしく

は家族のように存在が大きいと考えられる。

７.　社会活動の参加

高齢者の社会活動の参加に関しては、表７で

示したように、全項目において、「老人クラブ活

動に参加したことある」高齢者は６１人（６.０％）

で、７５.６％の高齢者が何らかの理由でクラブ活

動に参加したことがなかった。そのうち、約１

割の高齢者がクラブ活動のことは知らなかっ

た。また、クラブ活動に興味がないと答えた高

齢者が３７３人（３８.８％）もあった。今後より多く

の高齢者がクラブ活動に参加するように、高齢

者に馴染みのある活動内容、参加可能な運営体

制、プログラムの開発などが必要と考えられ

る。

Ｃ　考　察

まず、現在では、農村高齢者の養老方式は依

然として、家庭養老を主とする形式である。子

供が家族内で両親を扶養するという仕組みが農

村社会（以下宗族となる）全体にまで拡大され

ている。しかしながら、調査の結果で見ると、

１
　
 人暮らし高齢者や夫婦のみ高齢者世帯が４割

以上となっており、全国に比べこの比率は非常

に高い。即ち、少子高齢化が急激に進む農村地

域においても、都市部のように核家族が激増
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表５　高齢者の日常生活動作「ADL」状況について

食　事入　浴歩　行言　語聴　力視　力

全介助自立全介助自立できない自力出来ない普通聞こえない普通見えない普通
年　齢
（歳）

２４６０２４５９３４６２３４６０９４０５８４１７６５～６９

４２８９４２８７５２８６５２８１１５２０５７２２３７０～７４

０１５０３１４６３１４８２１４７１１９２９１００７５～７９

４８６５８８２８９１９７１９４４１７４６８０～８４

１２１１２００２０２２７４７４１３８５以上

１１１,００８１５１,００４１３１,００８１３１,０１６５８７５７４５８０１合計
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表６　性別と将来介護の依頼者について

合　計

将来介護の依頼者

ホ　ー　ム
ヘルパー

娘息　　子配　偶　者

５９６　２２　１５　２４７　１４６　度数男性

性　
　
　

別

１００.０％３.７％２.５％４１.４％２４.５％性別の％
５７.８％４５.８％２３.４％５３.５％９０.７％将来介護の依頼者の％

４３４　２５　４９　２１５　１５　度数女性

１００.０％５.８％１１.３％４９.５％３.５％性別の％
４２.１％５２.１％７６.６％４６.５％９.３％将来介護の依頼者の％

１　１　０　０　０　度数※
１００.０％１００.０％.０％.０％.０％性別の％
.１％２.１％.０％.０％.０％将来介護の依頼者の％

１,０３１　４８　６４　４６２　１６１　度数
合　　計 １００.０％４.７％６.２％４４.８％１５.６％性別の％

１００.０％１００.０％１００.０％１００.０％１００.０％将来介護の依頼者の％

※性別無記入のもの

度
数 

150 

120 

90 

60 

30 

0
0 男性 

性別 

女性 

仕事の内容 
０ 
農業 
漁業 
建築業 
 

自営業 
その他 
 

図２　男女別仕事の内容

300 

250 

200 

150 

100 

50 

0

度
　
数 

0 男性 

性別 

女性 

０ 
無 
1.5万円以内 
２─３万円 
４─５万円 
６─７万円 
８─９万円 
10─11万円 
12万円以上 
その他 

図３　男女別　本人の年収入



し、それに伴い家族の扶養機能が低下しつつあ

り、家族内で高齢者を扶養する役割はあるが、

中心的な役割ではないことがうかがわれる。一

方、高齢者階層別でみると、加齢になればなる

ほど子供と同居する意識を持つ高齢者がほとん

どであった。それは、加齢に伴い日常生活上何

らかの支障があって、心身共に生活の自立度が

低下、経済的な援助が別にあっても、身体的援

助、家事援助を求める高齢者が確実に増加して

きた結果である。しかし、本人の介護ニーズが

出現した際に、再度、子供と同居する場合、高

齢者本人とその家族の両者にとって、これまで

の生活リズムが崩され、精神的不安と共に身体

的な面にも逆効果であることがある。そうした

場合、高齢者が安心して在宅で老後の快適な生

活を送ることは困難であると考えられる。さら

に、少子化（一人っ子）の増加と共に高齢化が

進み、家族の介護能力が脆弱化し、家族を中心

とする仕組みが崩壊した。その結果、高齢者の

要介護問題がいつか生じてくる。一方、社会保

障制度・社会福祉サービスの整備が充実してい

ないため、家族の介護能力を補うために、地域

資源（インフォーマルサービス）の開発及び拡

充が急務となる。特に、在宅高齢者における自

立支援サービス、介護サービス、家族の介護負

担を軽減するためのセーフティネット作りが必

要となってくる。

次に、高齢者を男女別に考察すると、女性よ
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表７　性別と老人クラブ活動の参加のクロス表

合　計

老人クラブ活動の参加

知らない
参加した　
ことが無い

参加した
こと有る

５８４　４４　４４９　５０　度数
男　性

性　別
５７.７％４４.９％５８.６％８２.０％老人クラブ活動の参加の％

４２８　５４　３１６　１１　度数
女　性

４２.３％５５.１％４１.３％１８.０％老人クラブ活動の参加の％

１,０１３　９８　７６６　６１　度数
合　　計

１００.０％１００.０％１００.０％１００.０％老人クラブ活動の参加の％

表８　家族の総収入

同居家族の総収入

６４万円５１―６３万円３８―５０万円２５―３７万円１２―２４万円

６７２２９１３９３３６度　　　数

表９　性別と相談できる相手

相談できる相手

医者・保健師鎮　幹　部村　幹　部宗　　族家　　族

３　２　２５　８０　４６０　度数
男性

性　

別

７５.０％１００.０％６９.４％６０.２％５８.１％相談できる相手の％

１　０　１１　５３　３３１　度数
女性

２５.０％.０％３０.６％３９.８％４１.８％相談できる相手の％

４　２　３６　１３３　７９２　度数
合　計

１００.０％１００.０％１００.０％１００.０％１００.０％相談できる相手の％



り男性の方が生活の質（QOL）の指標が優れて

いる。日常生活動作（ADL）の総合能力では、

男性の方が自立度は高い。また、女性高齢者の

平均寿命が高かったが、加齢に伴い要介護度も

上がり、病気しがちである。加えて、男女の高

齢者数の比率から、男性高齢者の生存率が女性

より高いことであった。そして、高齢者の経済

状況から比較して見れば、男女とも年金で暮ら

していないが、女性高齢者が殆ど家庭の仕事が

中心であった。それに比べて、男性高齢者は農

業を営んでいる者多い。男性は経済的自立度が

高く、社会（宗族）的にも優位性を保っている

ものと思われる。さらに、後期高齢者及び女性

高齢者は所得がないにもかかわらず、要介護問

題が顕在化している。今後、これらの問題に対

して、社会保障制度・政策の整備が重要とな

る。日本のように介護を要する高齢者に対し

て、公的医療・保険制度、介護予防事業などの

整備が重要となる。しかしながら、フォーマル

な制度の整備だけでなく、高齢者を地域（宗族）

全体で支えていく仕組み、即ちインフォーマル

な組織（宗族）づくりが必要となる。

以上のような課題のほか、住環境あるいは交

通のアクセスの問題、医療費の負担過重の問

題、在宅福祉サービスの量的・質的問題ととも

に、サービスのコスト等の問題が山積してい

る。また、高齢人口の動態における、１
　
 人暮ら

し高齢者や高齢者のみ世帯の増加による高齢者

社会保障（年金・医療・保健・福祉サービスな

ど）及び孤独などの問題、後期高齢者の急増に

よる要介護問題、家族の介護疲れを軽減するた

めの家族のケア問題等々、それらの問題を統括

してみれば、全て村落（宗族）との関わりであ

り、高齢者が在宅で安心して養老生活を営み続

けることと絡んでくる。村落（宗族）福祉サー

ビスのシステムの構築により、高齢者の諸問題

に関わる影響が大きいといえる。従って、村落

（宗族）福利サービスシステムをどう構築してい

くのかがこれから大きな課題となってきてい

る。これらの課題を研究するには、福祉先進国

日本やイギリスなど諸国の地域福祉サービスに

おける制度や政策に関する理論や実践から学ぶ

必要がある。

ま　と　め

今回の調査では、Ｃ村やＨ村のような三つ・

四つの宗族（リニージ）がともに住んでいる集

村もあれば、Ｙ村のような単一の集落もあるこ

とを明らかにした。また、鎮レベルだけでな

く、東南地方の広範囲に宗族があることも判っ

た。さらに、異なる宗族社会における高齢者の

生活様相、家族構成、宗族内の対人関係、他の

宗族との連携体制、地域ニーズなども把握でき

た。

人口・面積ともに広大な中国で、農村地域

（宗族社会）の高齢者問題を解決するには、単に

家族に任せて、高齢者の扶養を担わせることで

果たしていいのだろうか。また、仮に国家とし

ての所得保障が充実されても解決に至るのか、

と疑問を感じる。そこに、家族と国の間にある

宗族の存在を忘れてはいけないと思う。宗族は

家族と国の中間（家族⇒宗族（コミュニティ）

⇒行政⇒家族）機関として組織及び機能を強化

させ、身近な宗民（高齢者）のニーズをキャッ

チし、高齢者の自立支援を念頭に、歴史のある

助け合い文化精神を生かし、宗族のネットワー

クづくりや福祉コミュニティ（福祉の宗族）の

政策・制度を構築しなければならないと考えら

れる。そのため、ソーシャルワーク的な機能を

果たす必要があろう。

本研究は、学科共同研究の一部として行われ

たものである。本稿は韓が原文執筆し、これを

高橋と浜崎が了承したものである。
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